
  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

（解説） 

  心だけが、行動の引き金になる訳ではありません。 

  例えば、依存症という病気があります。お酒、たばこ、食べ物、買い物、ギャンブル、 

 ゲームへの課金など、誰しも止めたくても止められないものはあるのではないでしょうか。

それも適度な範囲であれば心配はありませんが、周囲に迷惑をかけるほど判断力に影響を

与えるのであれば問題です。 

  近年、アルコールの過剰摂取が原因で酩酊状態になり、痴漢をしたり、飲酒運転をした

りして、懲戒処分を受けるケースが相次いでいます。また、万引きや違法薬物の使用など、

依存行為そのものが犯罪であり、懲戒処分の対象になるものもあります。  

  依存症は病気として理解することが多くなってきており、意思の弱さやだらしなさでは

なく、やめたくてもやめられなくなるのがこの病気の怖さです。また、本人に病気の自覚

がないのが特徴です。 

実は、盗撮、のぞきや露出行為など様々な性的問題行動を、自らの意思のみではやめる

ことのできない場合も依存症（性依存症）の疑いがあります。この性的問題行動には、「小

児性愛（小児性暴力）」も含まれます。小児性愛は、思春期以前の子供に対して性的行為を

する症例です。 
 

 

 
  

 
依存症と不祥事の危ない関係 

教職員による「飲酒運転」「万引き」「盗撮」などの不祥事が後を絶ちません。 

そのような不祥事を起こしてしまうのは、「依存症」という病気が原因である可能性もあ

ります。心の弱さとは違う、「依存症」の怖さはどのようなものでしょうか。 

うーん。今年の健康診断も肝機能で引っかかった…。 

お酒は止めたくてもなかなかやめられないなあ。 

私も甘いものがなかなか止められない…。もし日本が「甘いも

のを食べるのは不祥事です！」って社会だったら辛すぎる…。 

お酒を飲みすぎて痴漢、ギャンブルの借金が原因で横領…なん

て不祥事も聞くけど、気を付けないと他人事じゃないね。 

依存症ってなかなか本人は自覚が持てないらしいよ。依存症の

疑いがある同僚がいたら、少し気にかけてあげないと…。 

 □ 最近、止めたくても止められないものはありますか 

 □ 飲酒が起因となりうる不祥事には、どのようなものが想像できますか 

 □ 不祥事につながる可能性がある依存行為として、どのようなものが想像できますか 

 誇りを胸に 

考えてみよう 

- 25 - 

Ｎｏ．6 



◆ 依存症とは何か  
 

厚生労働省ホームページＱ＆Ａ「依存症についてもっと知りたい方へ」 ※一部抜粋 
 
Ｑ．依存症ってなに？ 

Ａ．特定の何かに心を奪われ、「やめたくても、やめられない」状態になることです。人が「依存」す

る対象は様々ですが、代表的なものに、アルコール・薬物・ギャンブル等があります。  
 

Ｑ．どうしてやめられないの？ 

Ａ．コントロール障害（自分の意思でやめられない病気）になってしまっているからです。 

  人は誰しも、不安や緊張を和らげたり、嫌なことを忘れたりするために、ある特定の行為をする

ことがありますが、それを繰り返しているうちに脳の回路が変化して、自分の意思ではやめられ

ない状態になってしまうことがあります。これが、依存症という病気です。 周囲がいくら責め

ても、本人がいくら反省や後悔をしても、また繰り返してしまうのは脳の問題なのです。決して

「根性がない」とか「意志が弱いから」ではありません。依存症は、条件さえ揃えば、誰でもな

る可能性があり、特別な人だけがなるわけではないのです。   

 

◆ 依存症に関する相談ができる医療機関 （教職員メンタルヘルス相談〈共済組合〉）  

 

医療機関 電話番号 住  所 休診日 

大石クリニック 045-262-0014 神奈川県横浜市中区弥生町４－４１ 日曜・祝日 

周愛利田クリニック 03-3911-3050 東京都北区上中里 3-6-13 日曜 
 
  対 象 者：依存症の悩みを持つ教職員（組合員）及び組合員の悩みについて相談したい 

        その家族 

  利 用 方 法：希望の専門医療機関に直接電話し、「公立学校共済組合埼玉支部の教職員メンタル 

        ヘルス相談利用」である旨を伝え、予約・相談する。 

  相  談  料：年度内３回まで無料    

  そ  の  他：共済組合では、利用者の報告を受けていません。どなたが受診されたか特定でき 

        ないようになっていますので、安心して御相談ください。 

 

 

人はなぜ依存症になるのか 
 
 依存症治療の専門家であるライフサポートクリニックの山下院長にお話を聞きました。 
 
Ｑ 人はどうして依存症になってしまうのですか。 
Ａ 人は「人間」であり、一人では生きられない存在だからです。人は人と関わることで、様々な感

情を手に入れ、人生の意味や意義を見出します。「自己重要感や連帯感」「安心や自由」といった肯
定的な感情をもたらす他者に、誰もが「良い依存」をしているのです。 

  しかし、このような「良い依存」を持たない人にとって、例えば「飲酒」は疑似的な「良い依存」
として機能します。なぜなら、アルコールは人を酩酊させ「誇大的な自己重要感や自由」といった
感情や、人を鎮静させ「連帯感や安心」といった感情をもたらすからです。疑似的な「良い依存」
として機能するという意味では、他の依存行為も同様です。 

  依存症の治療の場において、治療の成否は、治療者が患者の「良い依存」になれるか否かにか 
かっています。そのためには、まずは患者の話に丁寧に耳を傾け、「自己重要感」や「安心感」を与
えることが欠かせません。 
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